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株主の皆様へ

代表取締役会長兼CEO 代表取締役社長兼COO

　株主の皆様には、ますますご清栄のこと

とお喜び申しあげます。平素は格別のご支

援並びにご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげ

ます。

　さて、ここに当社第56期第 2四半期累計

期間の概況につきましてご報告申しあげます。

　当期間におけるわが国経済は、前半は昨

年第 2四半期以来続く、外需の拡大と国内

政策効果による内需の伸張により回復の過

程を辿ったものの、後半に入り輸出の減退、

政策効果の息切れにより成長が急減速する

という不安定な状況で推移いたしました。

また、個人消費については経済対策の効果

もあり、統計上では持ち直しの数値を示し

ておりますが、一部業界に支えられたもの

であり、雇用情勢に改善が見られぬ中、依

然として厳しい状況にあると思われます。

　流通業界におきましても、一部に今夏の

猛暑効果の恩恵を受けた業界、企業もあり

ますが、厳しい所得環境下、消費者の生活

防衛意識は引き続き強く、また、過当競争

により販売単価は依然として前年割れとな

る等厳しい状況が続いております。

　このような経営環境下、当社は更なる競

争力の強化と生産性を向上させるべく、平

成20年度よりスタートした「第三次中期 3

カ年計画」の「12の課題」に引き続き取り

組むとともに、 3 年目の当期を「耐える

年」「立て直しの年」「準備の年」と位置づ

け、お客様の視点に立ったスーパーマー

ケットとしての「基本事項の徹底」に努め、

総合力で差別化を図り、お客様に信頼して

いただけるお店づくりに注力いたしており

ます。

　新規店舗として、 3 月に奥戸店（東京

都）、 4月に石津店（大阪府）、 6月に神田

和泉町店（東京都）、 8 月に西天下茶屋店

（大阪府）の 4店舗を出店いたしました。

　業績につきましては、競争激化が続く中、

販売単価の下落に歯止めがかからないもの

の、売上拡大に向けた各種取組効果に加え、

7月以降の猛暑といった天候要因の追い風

もあり、営業収益は2,376億92百万円（前

年同四半期比0.8％増）となりました。一

方利益面につきましては、依然として競争

環境は厳しいものの営業努力により粗利益

率の改善を図り、販売管理費等の適正管理

に着実に取り組んできた結果、営業利益は

47億44百万円（前年同四半期比9.7％増）、

経常利益は45億85百万円（前年同四半期比

10.6％増）、四半期純利益は25億 5 百万円

（前年同四半期比7.5％増）となりました。

　部門別売上高は、生鮮食品部門が897億

9 百万円（前年同四半期比0.8％増）、一般

食品部門1,001億73百万円（前年同四半期

比1.5％増）、生活関連用品部門212億 4

百万円（前年同四半期比0.2％減）、衣料品

部門143億87百万円（前年同四半期比5.6％

減）、テナント部門54億16百万円（前年同

四半期比2.1％減）となりました。

　今後の流通業界におきましては、厳しい

雇用環境の中、消費者の生活防衛意識は依

然として強く、当面は販売単価の下落基調

が続くものと思われます。また、小さくな

りつつあるパイを多数のプレーヤーが奪い

合う企業間競争が激しさを増しており、全

国規模での業界再編・淘汰が更に進むもの

と予測されます。

　当社では、このような厳しさを増す経営

環境下、平成20年度にスタートした「第三

次中期 3 カ年計画」における「12の課題」

の改革・改善に軸をぶらすことなく引き続

き取り組み、競争力の強化と生産性の向上

に努め、これを体質化すべく推進してまい

ります。

　今後とも株主の皆様には変わらぬご支援、

ご指導を賜りますよう謹んでお願い申しあ

げます。

　　平成22年11月
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新規出店

　当上半期は、3月に奥戸店、4月に石津店、6月に神田和泉町店、8月に西天下茶屋店を
新規出店いたしました。

奥戸店　東京都葛飾区
（平成22年3月　開店）

神田和泉町店　東京都千代田区
（平成22年6月　開店）

西天下茶屋店　大阪市西成区
（平成22年8月　開店）

石津店　堺市堺区
（平成22年4月　開店）

 4店舗を新規出店
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トピックス

　より便利なお店づくりを目指し、既存店4店舗で大型改装を行いました。更にドラッグ
売場を改装により10店舗導入、新設は3店舗となりました。

　地域の小学生の社会見学や、食育体験ツアーの受け入れを行い、好評をいただいてい
ます。

 改装による既存店の活性化  地域密着のお店づくり

西大橋店 希望が丘店

神戸駅前店

　セルフレジを近畿圏2店舗、首都圏4店舗で導入しました。稼働率も向上し、設置台数
を増加いたしました。

お買い上げ商品を、その日のうちにお届けする
配達サービスを一部店舗で実施しています。

東京本社がある台東区の清掃活動
「大江戸清掃隊」に登録し、月1回
有志による清掃を行っています。

吹田泉町店　大阪府吹田市
（平成22年5月　改装）

長居店　大阪市住吉区
（平成22年6月　改装）

向ヶ丘遊園店　川崎市多摩区
（平成22年8月　改装）　　　

宝ヶ池店　京都市左京区
（平成22年7月　改装）　

江北駅前店
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社会環境活動 決算の概要（第2四半期累計期間）

　お店だけでなく、商品供給を担う物流センターや、本社の社有車においても
省エネに取り組み、環境対策を進めています。

看板に使用されている照明をLED
ライトにすることで、発熱量を小
さく、消費電力を抑える工夫をし
ています。

一部店舗では、IH調理器などの電化厨
房機器やヒートポンプ給湯器を設置し、
オール電化に取り組んでいます。

東京本社の移転を機に、社有車の大幅
削減に取り組みました。また、残った
社有車は順次ハイブリッド車や低燃費
車へ切り替えています。

住之江物流センターの屋根上部に
太陽光パネルを設置しました。

 環境に配慮したお店づくりのために ■貸借対照表（平成22年 8 月31日現在）� （単位：百万円）

資産の部 負債の部

流動資産 流動負債
現金及び預金 11,138 支払手形及び買掛金 30,932
売掛金 2,111 短期借入金 17,785
有価証券 4 1年内返済予定の長期借入金 12,847
商品 15,905 未払法人税等 2,103
貯蔵品 69 賞与引当金 2,060
その他 9,115 販売促進引当金 1,660
貸倒引当金 △� 2 その他 10,625

流動負債合計 78,014
流動資産合計 38,340 固定負債

長期借入金 25,669
固定資産 退職給付引当金 4,051
有形固定資産 役員退職慰労引当金 307
建物（純額） 41,041 その他 7,533
土地 24,101 固定負債合計 37,562
その他（純額） 12,244 負債合計 115,577

純資産の部
有形固定資産合計 77,387

株主資本
無形固定資産 3,278 資本金 10,004

資本剰余金 12,003
投資その他の資産 利益剰余金 27,231
差入保証金 32,478 自己株式 △� 3,343
その他 10,292 株主資本合計 45,896

評価・換算差額等
投資その他の資産合計 42,770 その他有価証券評価差額金 47

土地再評価差額金 255
固定資産合計 123,436 評価・換算差額等合計 303

純資産合計 46,199
資産合計 161,777 負債純資産合計 161,777

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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決算の概要（第2四半期累計期間） 業績の推移

■損益計算書（平成22年 3 月 1 日から平成22年 8 月31日まで）� （単位：百万円）

■キャッシュ・フロー計算書（平成22年3月1日から平成22年8月31日まで）�（単位：百万円）

売上高 230,891
売上原価 170,715
売上総利益 60,176
営業収入 6,801
営業総利益 66,977
販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 23,134
賞与引当金繰入額 2,060
退職給付引当金繰入額 567
役員退職慰労引当金繰入額 7
その他 36,462
販売費及び一般管理費合計 62,233

営業利益 4,744
営業外収益

受取利息 158
受取配当金 18
その他 122
営業外収益合計 299

営業外費用
支払利息 440
その他 18
営業外費用合計 459

経常利益 4,585
特別損失

物流センター閉鎖損失 71
固定資産除却損 61
店舗閉鎖損失 11
その他 0
特別損失合計 144

税引前四半期純利益 4,440
法人税、住民税及び事業税 1,877
法人税等調整額 57
法人税等合計 1,935
四半期純利益 2,505

営業活動によるキャッシュ・フロー △� 7,879
投資活動によるキャッシュ・フロー △� 5,769
財務活動によるキャッシュ・フロー 6,186
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △� 7,462
現金及び現金同等物の期首残高 18,500
現金及び現金同等物の四半期末残高 11,038

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2,301 2,328

通期4,629

2,376 （2,388）

通期（4,765）

53.9 56.6

通期110.6

45.8 （40.1）

通期（86.0）

上半期
下半期

上半期
下半期

●営業収益の推移

●経常利益の推移

第54期
（20/3～21/2）

第55期
（21/3～22/2）

第56期
（22/3～23/2）

第54期
（20/3～21/2）

第55期
（21/3～22/2）

第56期
（22/3～23/2）

単位：億円　（　）内は予想　※1億円未満切り捨て

単位：億円　（　）内は予想　※1千万円未満切り捨て
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生鮮食品
86,586（38.6）

一般食品
94,795（42.3）

生活関連用品
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（9.1）

衣料品
16,638
（7.4）

合計
224,333
（100.0）

テナント 5,808（2.6）

89,709（38.8） 100,173（43.4） 21,204
（9.2）

14,387
（6.2）

230,891
（100.0）

5,416（2.4）

※第55期より、惣菜の売上高を一般食品から生鮮食品に区分変更を行いました。
　そのため、第54期についても遡及修正して表示しております。

●商品別売上高の推移

第54期
上半期
（20/3～20/8）

第55期
上半期
（21/3～21/8）

第56期
上半期
（22/3～22/8）

単位：百万円　（　）内は構成比率％　※百万円未満切り捨て

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

2,357 2,331

通期4,688

41.4 42.9

通期84.3

88,994（38.7） 98,678（43.0） 21,238
（9.3）

15,245
（6.6）

229,690
（100.0）

5,534（2.4）
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店舗一覧

近畿圏 （平成22年 8 月31日現在） 首都圏 （平成22年 8 月31日現在）

（注）★印の店舗は、新規出店であります。
大阪府93店舗　兵庫県10店舗　京都府10店舗　奈良県5店舗

（注）★印の店舗は、新規出店であります。
東京都55店舗　埼玉県14店舗　千葉県9店舗　神奈川県16店舗

宝ヶ池店

壬生店西京極店

西七条店

寺
田
店

住
吉
店
南
住
吉
店

向日店

正雀店

江口店

毛馬店
本庄店

都島高倉店

桃山台店

箕面店

西緑丘店

豊中店

岡町店

西
代
店

神
戸
駅
前
店

甲子園店

御影店

福崎店

豊津店

豊里店

高槻城西店
深沢店

男山店
出屋敷店

寝屋川店
守口寺方店 門真店

茨田大宮店

横堤店

高井田店
学園前店

大和高田店

三郷店

国分店

新石切店菱江店

玉串店

友井店

生野林寺店

長居店

なかもず店

初芝店

福田店
庭代台店
城山台店

北野田店

滝谷店

忠岡店 福泉店

深井店

八尾竹渕店平野
西脇店

四天王寺店

下寺店

志紀店

喜連瓜破店

天美店

恵我之荘店伊賀店

靱店

歌島店

西大橋店 新深江店

関目店

太秦店

伏見深草店

新森店

御所店 大淀店

杭全店

泉尾店

西天下茶屋店

南津守店

御崎店

新北島店

高石店

和泉大宮店

市岡店
大国町店

天神橋店

八尾店

深江橋店

服部店

三国橋店
庄内店

尼崎大西店

武庫川店

野田店

浜甲子園店

出来島店

此花伝法店

西九条店

今津駅前店

茨木小川店

吹田泉町店

新大阪店 崇禅寺店

香里園店

牧野店

寝屋川黒原店

大阪本社大阪本社

梅津店

京都

JR京都線
阪急京都線

京阪本線

JR学研都市線

JR大和路線

近鉄南大阪線

近鉄けいはんな線

近鉄線

梅田

南海線

南海高野線

南海本線

JR阪和線

地下鉄御堂筋線

阪急宝塚線JR宝塚線

阪急神戸線

JR東海道本線

阪神本線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

近
鉄
京
都
線

環
状
線

奈
良

塚本店

今
里
店

大仙店
百舌鳥店

石津店

十
三
東
店

御殿山店
長
田
店

三津屋店

なんば店
太平寺店

巽店

大船店 大口店

鎌倉大船モール店

相模原モール店

川崎桜本店

川崎御幸店

大森南店

川崎宮内店

希望が丘店

つつじヶ丘店
調布仙川店

宿河原店

中野駅前店

渋谷東店

船堀店

稲
毛
高
洲
店

宮
野
木
店

奥
戸
店

葛飾鎌倉店

木
下
店

竹の塚東店

東
尾
久
店

さいたま新都心店

浦和白幡店
指扇店

寄居店 毛呂山店

アクトピア
北赤羽店

六町駅前店

北春日部店

関宿店

吉川店
増尾店

松
戸
二
十
世
紀
ヶ
丘
店

亀戸店浅草店

市
川
国
分
店

瑞
江
店

篠
崎
店

鹿骨店

深川猿江店

石神井台店

朝霞店 赤塚店

土支田店

平和台店

戸田店

東中野店 新大塚店

新
座
店

西
大
泉
店

府中中河原店

千歳烏山店

中野新井店

笹塚店

前野町店

千川
駅前店

北赤羽店

東向島店

南台店

幡ケ谷店

経堂店

中目黒店

佐倉店

三郷高州店
舎人店

江北駅前店

北越谷店

宮代店

水元店

大崎百反通店

武蔵小山店

京浜蒲田店

鶴見店

東京本社

東京

山
手
線

Ｊ
Ｒ
高
崎
　
線・東
北
本
線

東
武
伊
勢
崎
線

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

新宿

東西線

総武線

武蔵野線

JR川越線

JR東海道本線

東急東横線

京王線

JR中央本線

東武東上線

都営三田線

高津新作店
川崎京町店

大泉学園駅前店
石神井公園店

板橋店

仲宿店

志村坂下店

吉川駅前店

扇大橋
駅前店

大森中店

相模原
若松店

馬
橋
店

竹
の
塚
店
西
新
井
店

相模原駅ビル店

東有馬店

向ヶ丘遊園店

吉祥寺駅南店

本店

大谷田店

神
田
和
泉
町
店
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株式情報

役員一覧

会社概要

単元未満株式の買取請求のご案内

北海道
49,985株（0.09）
21名

東北
40,681株（0.08）
45名

関東
37,304,967株
（69.79）
1,074名

中部
758,428株（1.42）
239名

近畿
14,585,191株（27.29）
1,123名中国

190,077株（0.36）
85名

四国
98,912株（0.18）
63名

九州
57,965株
（0.11）
67名

〈地域別分布状況〉
（　）内は構成比率％
●合計
　　53,450,800株（100.00）
　　2,757名
●外国
　　364,594株（0.68）
　　40名

（注）※は、代表取締役であります。

（平成22年 8 月31日現在）

（平成22年 8 月31日現在）

（平成22年 8 月31日現在）
〈所有者別分布状況〉

本　　店
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町二丁目 6番 3号
電話（03）3661−4001（代）

大阪本社
〒533-8558
大阪市東淀川区東中島一丁目19番 4 号
電話（06）6815−2630（代）

東京本社
〒110-0016
東京都台東区台東一丁目 2番16号
電話（03）5807−5111（代）

株式の状況

発 行 可 能 株 式 総 数 120,000,000株

発 行 済 株 式 の 総 数 53,450,800株

株 主 数 2,757名

大　株　主

清 信 興 産 株 式 会 社 10,764,000株

三 菱 商 事 株 式 会 社 10,437,000株

財団法人ライフスポーツ振興財団 3,229,200株

住友信託銀行株式会社 2,264,000株

ラ イ フ 共 栄 会 2,259,412株

農 林 中 央 金 庫 2,100,276株

株式会社三井住友銀行 1,780,000株

三菱UFJ信託銀行株式会社 1,500,000株

株式会社みずほコーポレート銀行 1,435,000株

株 式 会社りそな銀行 1,035,000株

株式会社三菱東京UFJ銀行 1,035,000株

所有者 株主数
（名）

株式数
（株）

構成比率
（％）

金 融 機 関 38 14,982,426 28.03

証 券 会 社 21 23,350 0.04

そ の 他 の
国 内 法 人 416 32,964,803 61.68

外 国 法人等 41 374,294 0.70

個人・その他 2,240 3,123,570 5.84

自 己 株 式 1 1,982,357 3.71

合 計 2,757 53,450,800 100.00

※取締役会長兼CEO 清 水 信 次
※取締役社長兼COO 岩 崎 高 治
取締役副社長 下 吉 博 孝
常務取締役 高 橋 典 久
常務取締役 並 木 利 昭
取締役相談役 大 山 綱 明
取 締 役 染 谷 敏 夫

取 締 役 ⻆ 　 董 雄
取 締 役 福 田 雅 則
取 締 役 久 保 光 弘
監査役（常勤） 西 川 　 昇
監 査 役 浜 平 純 一
監 査 役 真 木 光 夫

本店及び各本社

商 号 株式会社ライフコーポレーション
LIFE　CORPORATION

創 業 明治43年

設 立 昭和31年10月24日

資 本 金 10,004,000,000円

従業員の状況 人数　5,350名
平均年令　37.4才
平均勤続年数　12.3年

店 舗 数 212店舗
近 畿 圏 118店舗

大阪府93店舗
兵庫県10店舗
京都府10店舗
奈良県 5店舗

首 都 圏   94店舗
東京都55店舗
埼玉県14店舗
千葉県 9店舗
神奈川県16店舗

　単元未満株式の買取請求とは、 1単元（100株）未満の当社株式を、株主様が当社に対して時
価で売却することができる制度です。

　 1単元（100株）未満の株式は証券取引市場で売買していただくことができません。
　
　単元未満株式の買取りに関するお手続き
（ 1）証券会社に口座を開設されている株主様

口座を開設していただいているお取引先の証券会社にお問い合わせください。

（ 2）証券会社に口座を開設されていない株主様
証券会社の口座に記録をしていない単元未満株式は、当社が住友信託銀行株式会社に開
設をした特別口座に記録されておりますので、下記の照会先にお問い合わせください。

郵便物送付先 〒183−8701
及びお問い合わせ先 東京都府中市日鋼町 1番10

住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL  0120−176−417

インターネットホームページURL http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
retail/service/daiko/index.html

13 14



株主メモ

事 業 年 度 毎年 3月 1日から翌年 2月末日まで
定 時 株 主 総 会  5 月
基 準 日 定時株主総会　 2月末日

期末配当金　　 2月末日
中間配当金　　 8月31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会は、
口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されていな
い株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

株主名簿管理人及び 大阪市中央区北浜四丁目 5番33号
特別口座の口座管理機関 住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人 大阪市中央区北浜四丁目 5番33号
事 務 取 扱 場 所 住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵 便 物 送 付 先） 〒183−8701
東京都府中市日鋼町 1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 0120−176−417
（インターネットホーム
ペ ー ジ Ｕ Ｒ Ｌ ）

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/service/daiko/ 
index.html

公 告 方 法 電子公告により、当社ホームページに掲載いたします。
ただし、電子公告を行うことができない事故その他やむ
を得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載して
公告いたします。
公告掲載アドレス
http://www.lifecorp.jp/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第 1部
大阪証券取引所　市場第 1部

単 元 株 式 数 100株

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である上記の住友信託銀行株式会社に口座（特
別口座といいます。）を開設いたしております。特別口座についてのご照会及び
住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。


